この記事は、京都府北部の宮津市にある今出クリニックの取り組みについて紹介しています。同クリニックが推進する「ACP（アドバンス・ケア・プランニング）」、通称「人生会議」は、患者が人生の最期をどこでどのような治療やケアを受けたいかを、医師や家族、介護支援者と事前に話し合って決めておく制度です。
医師の今出陽一朗先生は、この取り組みが重要である理由を説明しています。本人の希望に沿った医療を提供することは、同時に「無駄なことをしない」ことにつながり、限られた医療資源の中で効率的に対応することができるからです。実際のケースとして、86歳の男性患者が50年以上暮らす自宅で最期を迎えたいという希望を医師と話し合う場面が描かれています。
さらに同地域では、医師の人材不足に対応するため、中核病院と各クリニックが連携体制を構築しました。主治医が地域にいなくても、他のクリニックの医師が病院に連絡することで、代わりの医師を派遣して看取りができる仕組みを整えています。
結論として、患者自身が最期について考え、その希望を叶えるための支援体制を構築することが、本人の希望を実現させるために不可欠であることが強調されています。

